
用水路 堆積量

平均堆積厚の推移 (単位：mm)

　 　

※平均堆積厚＝土砂重量／（調査区間面積×土粒子密度）

※各写真内の赤線の10m区間が調査対象区間である。

５月（江浚い前） ５月（江浚い前） ５月（江浚い前） ５月（江浚い前） ５月（江浚い前）

９月（江浚い前） ９月（江浚い前） ９月（江浚い前） ９月（江浚い前） ９月（江浚い前）

下山用水 上原用水 飯野用水 黒西副水路 荻若用水

用水路の一定区間において、平成15年5月以降、排砂期を含む5～9月及びこの期間外の9月～翌年5月に堆積した土砂の重量をそれぞれ測定することにより、対象区間における平均堆積厚を求めた。
下山用水及び飯野用水では、排砂期を含む5月～9月の間に比較し、9月～5月の間の堆積量が多かった。上原用水及び黒西副水路では、平成15年9月～平成16年5月の間における堆積量が最も多く、次いで平成17年5月～9月の期間の堆積量が多かっ
た。
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河川 魚類

※平成15年7月調査時は、各地点ともタモ網での採取は実施せず投網のみでの採取した。（図中の　　部分）

(  )内数値は出し平ダム排砂量（約万m3
）

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51)

採　取

種類数

（種）

下黒部橋

以外

採　取
個体数

（尾）

下黒部橋

以外

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 7   9   11 1月　 5月 9月 11月 5月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

採　取

種類数

（種）

下黒部橋

　　2,230△

採　取

個体数

（尾）

下黒部橋

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 7   9   11 1月　 5月 9月 11月 5月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

※各地点とも放流魚種を含む（下黒部橋を除く）

1,590△
1,578▲

採取種数について、山彦橋地点から四十八ヶ瀬大橋地点までにおいてこれまでの調査時と同様に１～６種と少なかった。一方、下黒部橋地点ではこれまでの調査時と同程度の種が確認された。
採取個体数については、過去の変動の範囲内であった。
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魚類　地点別魚種別捕獲数

山彦橋 山彦橋

H7.7試験的排砂 H7.10緊急排砂 H8.6緊急排砂 H9.7緊急排砂 H10.6排砂 H11.9排砂 H12.9抑制策 H14.7連携排砂 H15.6連携排砂
(約1.6万m3) （約172万m3) (約80万m3) (約46万m3) (約34万m3) (約70万m3) (－ ) (約59万m3) (約6万m3) (約9万m3) (約28万m3) (約51万m3)

排砂前
１週間

後

１ケ月

後
排砂前 １日後

１週間

後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後
排砂前 １日後

１週間

後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

６ヶ月

後

８ヶ月

後
排砂前 １日後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

６ヶ月

後

８ヶ月

後
排砂前 １日後

H10.7
出水後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月

調査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

１週

間後

９月調

査

11月調
査

１月

調査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 捕獲数

No. 目 科 種　名 06/30 07/29 08/11 09/13 11/02 11/10 12/01 01/10 02/27 05/13 07/03 07/09 08/02 09/04 11/07 01/09 03/10 05/29 07/14 08/05 09/01 11/05 01/08 03/02 05/25 07/01 07/13 08/05 09/02 11/04 05/26 09/01 11/01 06/05 09/12 11/09 05/30 09/10 11/10 05/23 09/04 11/02 05/26 07/07 09/11 11/05 01/20 05/27 09/22 11/05 05/24 09/05 11/07 累計 No.

6 コイ コイ ウグイ 2 12 35 1 1 1 1 2 1 44 2 33 29 2 5 20 13 2 1 1 13 1 5 7 3 1 1 26 38 16 17 28 29 393 6

10 サケ アユ アユ 1 1 1 1 4 10

11 サケ イワナ 8 13 10 5 2 2 5 72 13 7 4 2 1 10 6 13 1 1 2 28 25 8 6 7 6 98 28 4 30 23 15 78 51 3 35 25 3 58 8 17 13 3 4 2 41 84 3 883 11

14 サクラマス 1 1 1 3 14

ヤマメ 2 2 1 11 2 4 2 2 2 4 6 17 12 15 2 2 2 4 4 7 1 4 5 4 3 8 13 11 5 10 167

20 カサゴ カジカ カジカ 3 1 8 4 5 7 15 14 4 4 2 11 87 47 21 11 13 20 4 18 17 11 7 16 32 6 32 5 19 5 5 7 7 17 7 6 13 10 8 20 4 6 6 11 8 9 8 10 11 8 4 634 20

種類数合計 3 3 3 4 4 3 3 1 2 3 3 3 4 3 2 1 1 2 3 4 2 3 3 2 4 3 3 4 5 4 3 4 3 4 3 3 3 4 3 3 3 3 3 3 5 4 2 4 4 4 4 4 3 5

個体数合計（放流魚種を含む） 13 27 46 15 9 8 13 15 86 18 13 7 58 90 48 21 11 23 59 57 19 19 15 35 47 45 32 54 16 120 34 26 43 48 44 100 59 23 47 37 27 70 15 28 28 19 9 42 56 80 123 44 43 2,084

個体数合計（放流魚種を除く） 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2 1 44 2 0 0 0 0 33 29 0 1 0 0 2 5 20 13 2 1 1 13 0 1 0 0 0 5 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 178

愛本橋 　 愛本橋

H7.7試験的排砂 H7.10緊急排砂 H8.6緊急排砂 H9.7緊急排砂 H10.6排砂 H11.9排砂 H12.9抑制策 H14.7連携排砂 H15.6連携排砂
(約1.6万m3) （約172万m3) (約80万m3) (約46万m3) (約34万m3) (約70万m3) (－ ) (約59万m3) (約6万m3) (約9万m3) (約28万m3) (約51万m3)

排砂前
１週間

後

１ケ月

後
排砂前 １日後

１週間

後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後
排砂前 １日後

１週間

後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

６ヶ月

後

８ヶ月

後
排砂前 １日後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

６ヶ月

後

８ヶ月

後
排砂前 １日後

H10.7
出水後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月

調査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

１週

間後

９月調

査

11月調
査

１月

調査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 捕獲数

No. 目 科 種名 06/30 08/01 08/12 09/13 11/01 11/10 12/02 01/10 02/29 05/17 07/04 07/10 08/03 09/02 11/05 01/09 03/07 05/30 07/15 08/04 09/02 11/04 01/08 03/02 05/30 09/10 11/10 05/23 09/04 11/02 05/26 07/07 09/11 11/05 01/20 05/27 09/22 11/05 05/24 09/05 11/07 累計 No.

6 コイ コイ ウグイ 1 4 5 14 9 7 5 6 5 1 212 34 11 12 1 26 20 2 1 6 10 6 4 51 1 454 6

10 サケ アユ アユ 139 29 5 25 2 1 1 26 1 26 6 1 2 1 7 34 306 10

11 サケ イワナ 1 2 3 16 25 3 2 2 11 6 2 9 5 37 1 1 25 1 1 2 155 11

13 ニジマス 13

14 サクラマス 1 1 14

ヤマメ 1 1 2 3 調査実施せず 3 215 2 8 4 2 10 23 4 12 22 312

19 カサゴ カジカ アユカケ (ｶﾏｷﾘ) 1 1 19

20 カジカ 2 1 6 1 9 13 7 2 3 1 4 5 2 3 1 4 4 4 72 20

32 ハゼ オオヨシノボリ 3 3 32

種類数合計 4 3 3 3 2 3 3 1 2 2 1 2 2 2 1 1 1 1 4 1 2 3 0 0 2 5 2 2 5 0 1 2 3 4 0 3 6 3 3 5 4 8

個体数合計（放流魚種を含む） 143 32 8 16 15 19 21 7 18 30 6 8 27 3 212 3 2 11 43 1 28 5 0 0 10 49 252 14 21 0 26 21 6 9 0 9 35 54 9 102 29 1,304

個体数合計（放流魚種を除く） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 5 6 5 0 1 212 0 0 0 34 0 0 0 0 0 1 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 279

＊１：サクラマスはヤマメの降海型であり、種としては同じであるため１種として計数した。  排砂時期 投網のみの採取

＊２：斜字体の種は放流魚種を示す。

＊３：排砂名下部の( )内は出し平ダムの排砂量を示す。

＊４：平成15年は夜間も同日に調査を実施しているが、上表では昼間の調査分のみを示す。

＊５：放流魚種は、アユ、イワナ、ヤマメ、カジカ、及びウグイ（H8～H13を除く）である。

H17連携排砂通砂

H17連携排砂通砂

H13.6連携排砂通砂 H16.7連携排砂通砂

H13.6連携排砂通砂 H16.7連携排砂通砂
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魚類　地点別魚種別捕獲数

新川黒部橋 新川黒部橋

H7.7試験的排砂 H7.10緊急排砂 H8.6緊急排砂 H9.7緊急排砂 H10.6排砂 H11.9排砂 H12.9抑制策 H14.7連携排砂 H15.6連携排砂
(約1.6万m3) （約172万m3) (約80万m3) (約46万m3) (約34万m3) (約70万m3) (－ ) (約59万m3) (約6万m3) (約9万m3) (約28万m3) (約51万m3)

排砂前
１週間

後

１ケ月

後
排砂前 １日後

１週間

後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後
排砂前 １日後

１週間

後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

６ヶ月

後

８ヶ月

後
排砂前 １日後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

６ヶ月

後

８ヶ月

後
排砂前 １日後

H10.7
出水後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月

調査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

１週

間後

９月調

査

11月調
査

１月

調査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

No. 科 種　名 06/29 07/29 08/11 09/12 11/03 11/07 11/30 01/09 02/28 05/17 07/03 07/09 08/02 09/04 11/07 01/09 03/10 05/29 07/14 08/05 09/01 11/05 01/08 03/02 05/30 09/10 11/10 05/23 09/04 11/02 05/26 07/07 09/11 11/05 01/20 05/27 09/22 11/05 05/24 09/05 11/07 No.

6 コイ コイ ウグイ 1 16 1 6 11 1 2 7 22 4 1 1 30 139 7 30 29 1 4 1 1 315 6

10 サケ アユ アユ 106 1 8 9 1 28 2 9 51 4 20 9 1 12 4 1 12 278 10

11 サケ イワナ 1 2 1 27 1 24 2 1 1 2 62 11

12 サケ 1 1 2 7 3 1 15 12

13 ニジマス 4 2 6 13

14 ヤマメ 3 1 2 調査実施せず 2 2 1 4 2 1 2 2 1 4 18 2 6 15 68 14

20 カサゴ カジカ カジカ 2 2 1 3 4 3 2 17 20

32 スズキ ハゼ オオヨシノボリ 1 1 1 3 6 32

33 ルリヨシノボリ 1 1 2 33

種類数合計 4 4 2 4 3 2 4 3 2 2 0 1 1 3 1 0 0 1 2 2 3 1 0 0 2 3 3 3 5 2 1 2 3 3 0 1 4 1 3 2 3 9

個体数合計（放流魚種を含む） 109 21 9 13 8 14 6 7 10 29 0 1 28 28 2 0 0 2 13 52 7 7 0 0 31 161 33 33 46 3 1 2 15 9 0 1 10 18 5 18 17 769

個体数合計（放流魚種を除く） 1 0 1 1 1 0 1 2 7 0 0 0 0 26 2 0 0 0 4 1 3 7 0 0 30 139 7 0 3 0 0 0 1 3 0 0 1 0 0 0 1 242

四十八ヶ瀬大橋 四十八ヶ瀬大橋

H7.7試験的排砂 H7.10緊急排砂 H8.6緊急排砂 H9.7緊急排砂 H10.6排砂 H11.9排砂 H12.9抑制策 H14.7連携排砂 H15.6連携排砂
(約1.6万m3) （約172万m3) (約80万m3) (約46万m3) (約34万m3) (約70万m3) (－ ) (約59万m3) (約6万m3) (約9万m3) (約28万m3) (約51万m3)

排砂前
１週間

後

１ケ月

後
排砂前 １日後

１週間

後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後
排砂前 １日後

１週間

後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

６ヶ月

後

８ヶ月

後
排砂前 １日後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

６ヶ月

後

８ヶ月

後
排砂前 １日後

H10.7
出水後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月

調査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

１週

間後

９月調

査

11月調
査

１月

調査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

No. 科 種　名 05/30 09/10 11/10 05/23 09/04 11/02 05/26 07/07 09/11 11/05 01/20 05/27 09/22 11/05 05/24 09/05 11/07 No.

6 コイ コイ ウグイ 4 10 97 65 14 52 18 1 5 12 34 3 14 7 2 17 355 6

9 ドジョウ ドジョウ 2 2 9

10 サケ アユ アユ 128 22 1 302 84 4 1 5 14 5 45 70 681 10

11 サケ イワナ 2 1 1 4 11

12 サケ 1 1 12

13 ニジマス 1 1 13

14 ヤマメ 2 97 2 1 1 5 2 6 116 14

18 トゲウオ トゲウオ トミヨ 3 32 13 9 57 18

20 カサゴ カジカ カジカ 調査実施せず 1 1 20

31 スズキ ハゼ シマヨシノボリ 1 1 1 3 31

32 オオヨシノボリ 1 2 3 32

33 ルリヨシノボリ 1 1 33

35 ヌマチチブ 1 2 3 1 3 10 35

36 スミウキゴリ 4 2 1 7 36

38 ウキゴリ 1 1 2 38

種類数合計 2 3 2 4 6 5 3 2 4 4 2 4 6 2 5 3 6 13

個体数合計（放流魚種を含む） 132 35 98 401 118 163 20 7 17 11 13 40 12 19 55 74 29 1,244

個体数合計（放流魚種を除く） 4 13 97 32 20 10 1 0 2 4 0 5 2 0 2 0 6 198

※H15年より調査範囲を左岸側から右岸側に変更した。

＊２：斜字体の種は放流魚種を示す。

＊３：排砂名下部の( )内は出し平ダムの排砂量を示す。  排砂時期 投網のみの採取

＊４：平成15年は夜間も同日に調査を実施しているが、上表では昼間の調査分のみを示す。

＊５：放流魚種は、アユ、イワナ、ヤマメ、カジカ、及びウグイ（H8～H13を除く）である。なお、サケについては主たる生育場は海域であるため、放流魚種として扱わないものとした。

H17連携排砂通砂

H17連携排砂通砂

捕獲数

累計

捕獲数

累計

H13.6連携排砂通砂 H16.7連携排砂通砂

H13.6連携排砂通砂 H16.7連携排砂通砂
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魚類　地点別魚種別捕獲数

下黒部橋 　 下黒部橋

H7.7試験的排砂 H7.10緊急排砂 H8.6緊急排砂 H9.7緊急排砂 H10.6排砂 H11.9排砂 H12.9抑制策 H14.7連携排砂 H15.6連携排砂
(約1.6万m3) （約172万m3) (約80万m3) (約46万m3) (約34万m3) (約70万m3) (－ ) (約59万m3) (約6万m3) (約9万m3) (約28万m3) (約51万m3)

排砂前
１週間

後

１ケ月

後
排砂前 １日後

１週間

後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後
排砂前 １日後

１週間

後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

６ヶ月

後

８ヶ月

後
排砂前 １日後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

６ヶ月

後

８ヶ月

後
排砂前 １日後

H10.7
出水後

１ヶ月

後

２ヶ月

後

４ヶ月

後

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月

調査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

１週

間後

９月調

査

11月調
査

１月

調査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

５月調

査

９月調

査

11月調
査

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 捕獲数

No. 目 科 種名 06/29 07/30 08/12 09/12 11/03 11/07 11/30 01/11 02/29
05/15

～16
07/02 07/08 08/01 09/03

11/06

～07
01/10 03/11 05/28 07/22 08/06 09/03 11/06 01/09 03/03 05/26 07/02 07/14 08/06 09/03 11/05 05/31 09/02 11/05 06/06 09/13 11/10 05/31 09/14 11/09 05/24 09/05 11/01 05/27 07/08 09/10 11/06 01/21 05/28 09/21 11/04 05/25 09/06 11/08 累計 No.

1 ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ カワヤツメ 1 1 1

2 コイ コイ コイ 1 1 2

3 ギンブナ 1 6 1 1 1 2 12 3

4 タカハヤ 1 1 2 4

5 マルタ 1 1 2 2 3 1 1 1 12 5

6 ウグイ 127 33 69 61 14 155 56 2 4 520 8 12 28 35 6 14 17 75 70 36 18 36 263 263 74 183 227 44 43 6 16 113 194 125 108 1,373 393 32 371 282 3 101 83 36 54 34 76 115 78 1 2 34 15 6,138 6

ウグイ属の一種 5 5

7 モツゴ 1 1 2 7

8 スゴモロコ 1 1 8

9 ドジョウ ドジョウ 1 1 2 3 6 2 1 1 17 9

10 サケ アユ アユ 50 34 17 110 1 233 118 39 163 18 648 131 159 154 1 132 295 276 327 110 929 168 1 268 98 9 1,759 673 101 456 162 29 342 710 488 32 63 38 73 130 5 9,550 10

11 サケ イワナ 1 1 1 3 1 7 11

12 サケ 17 16 5 24 13 7 10 33 112 2 181 82 52 83 50 102 28 2 6 9 834 12

13 ニジマス 1 1 2 13

14 サクラマス 1 1 1 1 4 14

ヤマメ 1 1 1 3 2 2 6 3 1 2 1 1 1 1 4 30

15 ダツ メダカ メダカ 1 1 15

16 サヨリ クルメサヨリ 26 26 16

17 トゲウオ トゲウオ イトヨ 1 1 17

18 トミヨ 20 1 1 9 1 3 1 1 1 5 2 7 16 5 133 37 9 8 8 83 121 43 37 2 3 59 1 1 1 10 18 7 11 33 12 55 60 13 15 49 34 24 34 36 1,030 18

19 カサゴ カジカ アユカケ (ｶﾏｷﾘ) 7 8 4 1 4 1 1 2 2 3 13 5 1 3 7 1 7 4 2 1 2 4 1 1 4 6 95 19

20 カジカ 2 1 3 20

21 カンキョウカジカ 3 1 3 10 22 1 1 3 7 21 1 1 1 2 2 2 4 6 2 2 2 97 21

22 スズキ ｼﾏｲｻｷ シマイサキ 1 1 2 4 22

23 タイ クロダイ 1 1 23

24 メジナ メジナ 6 6 24

25 ボラ ボラ 1 2 3 25

26 メナダ 6 1 1 3 5 1 1 1 1 2 15 31 8 2 4 1 83 26

27 ハゼ ミミズハゼ 3 2 1 3 2 27 8 3 4 1 2 2 1 4 3 1 2 2 2 6 2 2 1 8 4 1 16 6 119 27

28 ゴクラクハゼ 1 1 1 2 5 28

29 マハゼ 1 10 1 2 7 2 15 1 7 11 5 1 1 3 2 3 1 73 29

30 アシシロハゼ 2 2 2 1 7 30

31 シマヨシノボリ 3 1 3 73 74 65 41 10 1 4 4 10 11 10 7 8 1 1 2 1 3 2 2 4 12 5 12 8 8 16 7 8 4 4 19 13 6 1 2 1 467 31

32 オオヨシノボリ 1 45 20 15 2 2 1 4 1 10 13 16 12 4 1 2 1 1 1 1 15 1 1 1 1 2 1 1 2 2 180 32

33 ルリヨシノボリ 1 3 4 4 10 13 24 7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 77 33

34 トウヨシノボリ 1 1 1 11 19 39 36 4 1 6 1 1 3 1 2 1 3 2 2 2 3 4 2 4 4 1 1 3 1 2 4 2 168 34

ヨシノボリ類 14 4 18

35 ヌマチチブ 30 7 4 15 5 61 40 16 9 10 6 10 2 3 2 1 6 12 5 8 5 26 48 11 29 28 19 9 6 15 27 16 19 4 6 5 2 25 3 2 38 5 7 19 12 20 17 9 11 16 5 716 35

36 スミウキゴリ 6 13 3 11 13 19 2 1 14 34 10 17 10 7 28 10 230 295 62 54 25 7 148 24 11 192 95 52 50 56 23 54 24 30 103 87 42 48 55 31 4 37 21 2,058 36

37 シマウキゴリ 2 3 2 4 2 4 9 3 1 3 10 5 5 1 2 1 2 1 7 2 1 1 1 72 37

38 ウキゴリ 3 17 3 3 3 2 12 1 2 2 10 4 1 2 1 5 1 1 5 1 1 2 1 3 1 1 3 1 6 2 100 38

ウキゴリ類 329 76 405

39 ビリンゴ 1 1 3 6 4 2 17 39

40 フグ フグ クサフグ 1 1 2 40

種類数合計 10 7 9 7 12 13 12 6 9 13 9 9 7 10 11 8 12 15 19 14 16 11 9 10 12 15 16 14 14 12 9 18 10 12 12 13 11 9 15 14 13 12 12 3 13 14 11 16 8 9 13 15 14 40

個体数合計（放流魚種を含む） 239 78 105 219 186 393 232 97 56 794 154 97 211 95 71 66 109 813 776 345 225 195 330 544 240 847 986 546 282 135 981 586 298 444 454 1,590 2,230 772 619 826 264 307 526 751 729 272 172 293 254 89 130 288 111 22,452

個体数合計（放流魚種を除く） 61 11 19 48 169 237 176 96 56 560 36 58 48 77 71 66 108 162 645 186 71 194 330 544 106 552 710 219 172 133 51 418 291 176 356 1,578 471 99 517 88 99 175 100 5 186 205 95 112 138 88 53 124 87 11,433

注：H8.6緊急排砂前調査(H8.5.13～17)からH8.6緊急排砂４ヶ月後調査(H8.11.5～7)の下黒部橋地点調査範囲は、河道状況が変動していたため、従前の調査範囲（①～③）と異なる範囲（④～⑥）で捕獲調査したものである。
 排砂時期 投網のみの採取

＊１：サクラマスはヤマメの降海型であり、種としては同じであるため１種として計数した。

＊２：斜字体の種は放流魚種を示す。

＊３：排砂名下部の( )内は出し平ダムの排砂量を示す。

＊４：平成15年は夜間も同日に調査を実施しているが、上表では昼間の調査分のみを示す。

＊５：放流魚種は、アユ、イワナ、ヤマメ、カジカ、及びウグイ（H8～H13を除く）である。なお、サケについては主たる生育場は海域であるため、放流魚種として扱わないものとした。

H13.6連携排砂通砂 H16.7連携排砂通砂 H17連携排砂通砂
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河川 底生動物

(  )内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51)
採　取

種類数

（種）

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

採　取

個体数
(個/0.5m2)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

種類別

採　取

個体数

構成比

(山彦橋)

種類別

採　取

個体数

構成比

(下黒部橋)

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

採取種類数については、山彦橋、下黒部橋地点ともこれまでの調査時と同程度であった。なお、５月及び９月調査時の優占種（個体数上位）は、主として昆虫綱のカゲロウ目及びハエ目であり、11月調査時では山彦橋地点でカゲロウ目、ハエ目及びミミズ綱、下黒部橋地点でカゲ
ロウ目、トビケラ目及びハエ目であった。

採取個体数についても、過去の変動の範囲内であった。
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20
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60

0

500

1,000

1,500

2,000

山彦橋 下黒部橋

山彦橋 下黒部橋

0%

20%

40%

60%

80%

100%

カゲロウ目 ハエ目 トビケラ目 カワゲラ目 その他昆虫 昆虫以外の動物
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20%

40%

60%

80%

100%
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河川 付着藻類

(  )内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51)
採　取

種類数

（種）

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

ｸﾛﾛﾌｨﾙa
(μg/cm

2
）

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

種類別

採　取

細胞数

構成比

(山彦橋)

種類別

採　取

細胞数

構成比

(下黒部橋)

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

採取種類数については、これまでの調査時と同程度であった。なお、各調査時の山彦橋の優占種は主として珪藻類の種であり、下黒部橋の優占種は珪藻類、藍藻類であった。
付着藻類のクロロフィルａ量は、いずれも過去の変動の範囲内であった。
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珪藻類 藍藻類 緑藻類 黄色鞭毛藻類
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海域　底生動物

(  )内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51)
採　取
種類数
（種）

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

採　取
個体数

（個/0.1m2
）

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

種類別
採　取
個体数
(Ｃ点)

種類別
採　取
個体数
(Ａ点)

種類別
採　取
個体数
(河口沖)

種類別
採　取
個体数
(生地鼻沖)

6 7 8 9    1112 1　3　5 7 8 9    11 1　3　5 7 8 9    11 　2 3　  5 6 7 8 9    11 1　3　　  6 9月  11月 6月 9月  11月 6月 9月  11月 5月 9月  11月 5月 9月  11月 5月 9月  11月 5月 9月  11月

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

Ｃ点、河口沖、生地鼻沖の９月調査時における採取種類数、採取個体数がともに少なくなったが、いずれも過去の観測値の変動の範囲内であった。なお、生地鼻沖では5月調査時における採取個体数も少なかった。
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ゴカイ綱（環形動物門） ニマイガイ綱（軟体動物門） マキガイ綱（軟体動物門） 甲殻綱（節足動物門） その他
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海域　動物プランクトン

(  )内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51)
採　取
種類数
（種）

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

採　取
個体数
（千個/m3

）

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年
※11月は欠測

種類別
採　取
個体数
(Ｃ点)

種類別
採　取
個体数
(Ａ点)

種類別
採　取
個体数
(河口沖)

種類別
採　取
個体数
(生地鼻沖)

6 7 8 9    1112 1　3　5 7 8 9    11 1　3　5 7 8 9    11 　2 3　  5 6 7 8 9    11 1　3　　  6 9月  11月 6月 9月  11月 6月 9月  11月 5月 9月  11月 5月 9月  11月 5月 9月 1月　  5月 9月  11月

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

採取種類数、採取個体数とも、過去の観測値の変動の範囲内であった。動物プランクトンの優占種は、橈脚類の種がほとんどであった。
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橈脚類（節足動物門） 尾虫類（原索動物門） 繊毛虫類（原生動物門） 放散虫類（原生動物門） 枝角類（節足動物門） 卵･稚仔･幼生 その他
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海域　植物プランクトン

(  )内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51)
採　取
種類数
（種）

採　取
細胞数

(百万個/l)

ｸﾛﾛﾌｨﾙa
(μg/l)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

種類別
採　取
細胞数
(Ｃ点)

種類別
採　取
細胞数
(Ａ点)

種類別
採　取
細胞数
(河口沖)

種類別
採　取
細胞数
(生地鼻沖)

6 7 8 9    1112 1　3　5 7 8 9    11 1　3　5 7 8 9    11 　2 3　  5 6 7 8 9    11 1　3　　  6 9月  11月 6月 9月  11月 6月 9月  11月 5月 9月  11月 5月 9月  11月 5月 9月  11月 1月　  5月 9月  11月

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

採取種類数、採取細胞数、クロロフィルａとも、これまでの調査時と同様の変動であった。植物プランクトンの優占種は、5月、9月では珪藻類の種が、11月ではクリプト藻類及びプラシノ藻類の種が占めていた。
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珪藻類 渦鞭毛藻類 ｸﾘﾌﾟﾄ藻類 緑藻類 不明鞭毛藻類 その他
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ダム湖発生気体調査

出し平ダム湛水池 ※気泡採取地点の水温 宇奈月ダム湛水池 ※気泡採取地点の水温

H16.11 H17.05.26 H17.09.16  H17.05.26 H17.09.16 H16.11.24 H17.05.24 H17.09.13 H17.05.24 H17.09.13
単位 堤体付近 取水口付近 水深(m) 水温(℃) 水深(m) 水温(℃) 単位 湖面橋付近 湖面橋付近 湖面橋付近 水深(m) 水温(℃) 水深(m) 水温(℃)

メ タ ン CH4 v/v % 61.2    53.0    0m 9.9 0m 15.5 メ タ ン CH4 v/v % 59.3    65.7    56.2    0m 9.1 0m 16.8
窒 素 N2 v/v % 27.6    37.5    17m 9.5 13m 14.6 窒 素 N2 v/v % 28.9    23.0    31.7    14m 8.4 10m 15.9
酸 素 O2 v/v % 10.7    8.8    33m 9.3 25m 14.3 酸 素 O2 v/v % 11.7    10.7    11.4    27m 8.3 20m 16.0
二酸化炭素 CO2 v/v % (調査せず) < 0.1    < 0.1    二酸化炭素 CO2 v/v % < 0.1    < 0.1    < 0.1    
水 素 H2 v/v % < 0.1    < 0.1    水 素 H2 v/v % < 0.1    < 0.1    < 0.1    
ア ル ゴ ン Ar v/v % 0.4    0.4    ア ル ゴ ン Ar v/v % 0.4    0.4    
硫 化 水 素 H2S v/v ppm < 2       < 2       硫 化 水 素 H2S v/v ppm < 2       < 2       
※硫化水素の臭気はいずれも感知せず。 ※硫化水素の臭気はいずれも感知せず。

気体採取地点

※アルゴン、硫化水素を分析しているのは、宇奈月ダム・出し平ダム（平成17年5月、9月調査）のみである。

出し平出し平ダ宇奈月ダム(宇奈月ダム(宇奈月ダム(H17.09)

メタン 61.2 53.0 59.3 65.7 56.2

窒素 27.6 37.5 28.9 23.0 31.7

採取日採取日

(分析せず)

測 定 項 目 測 定 項 目

・出し平ダム及び宇奈月ダムとも湛水池内で発生している気体の構成比は、
　メタン：約６割、窒素：約３割、酸素：約１割であった。

・いずれの調査でも硫化水素は感知されず、他ダムにおいても硫化水素の臭気は感知されなかった。

・調査時によって構成比が変動しているが、調査日により水深及び水温が異なっていること、また気体
　の発生量が不明なことから、各ガスの発生量の増減については不明である。

５月

９月

気体採取地点

0% 20% 40% 60% 80% 100%

堤体付近（H17.5.26）

取水口付近（H17.9.16）

湖面橋付近（H16.11.24）

湖面橋付近（H17.5.24）

湖面橋付近（H17.9.13）

最上流付近（H17.6.16）

最上流付近（H17.8.18）

最上流付近（H17.9.29）

中流付近（H17.6.16）

中流付近（H17.8.18）

中流付近（H17.9.29）

流入部（H17.6.22）

流入部（H17.9.1）

流入部（H17.10.19）

東俣川流入部（H17.6.23）

東俣川流入部（H17.8.25）

西俣川流入部（H17.6.23）

西俣川流入部（H17.8.25）

流入部（H17.8.4）

流入部（H17.10.4）

流入部（H17.9.1）

流入部（H17.10.20）

体積（％）

メタン

窒素

酸素

水素

二酸化炭素

アルゴン

※水素及び二酸化炭素について、定量下限値未満（<0.1％）は0.1％として表示している

出し平ダム

1985年(S60)

宇奈月ダム

2001年(H13)

大町ダム
1986年(S61)

大石ダム
1978年(S53)

大川ダム
1987年(S62)

手取川ダム

1979年(S54)

完成年

三国川ダム

1993年(H5)
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河川域の排砂・通砂中の水質調査（ＤＯ分析）
※対象期間

猫　又 出し平ダム直下 黒　薙 宇奈月ダム直下 愛　　本 下 黒 部 橋

6/27 20:40 6/27 20:40 6/27 21:00 6/29 13:00 6/29 14:00 6/29 15:00

～6/30 03:00 ～6/30 03:00 ～6/30 02:00 ～6/30 08:00 ～6/30 09:00 ～6/30 10:00

7/03 17:00 7/03 17:00 7/03 17:00 7/03 17:00 7/03 18:00 7/03 19:00

～7/04 12:00 ～7/04 12:00 ～7/04 12:00 ～7/04 08:00 ～7/04 09:00 ～7/04 10:00

7/12 11:00 7/12 11:00 7/12 11:00 7/12 22:00 7/12 23:00 7/13 00:00

～7/13 15:00 ～7/13 15:00 ～7/13 15:00 ～7/13 17:00 ～7/13 18:00 ～7/13 19:00

滴定法の＝ＤＯ計の
分析値　　分析値

滴定法による分析値

±10%の範囲

滴定法によるＤＯ（mg/l） 滴定法によるＤＯ（mg/l） 滴定法によるＤＯ（mg/l）

Ｄ
Ｏ
計
に
よ
る
Ｄ
Ｏ
（
m

g/
l）

Ｄ
Ｏ
計
に
よ
る
Ｄ
Ｏ
（
m

g/
l）

排砂

通砂１

通砂２

　排砂・通砂時において、河川各地点での水質のＤＯについては、平成16年まで
と同様の方法であるウィンクラー-アジ化ナトリウム変法（滴定法）による分析に
加え、隔膜電極法（ＤＯ計）での分析も行った。
　ＤＯ計によるＤＯ分析値は、滴定法による分析値の±10%の範囲内に概ね収まっ
ていた。

※ＤＯ計は各地点とも同一機種を使用した。

出し平ダム直下

8

9

10

11

12

13

14

8 9 10 11 12 13 14

宇奈月ダム直下

8

9

10

11

12

13

14

8 9 10 11 12 13 14

猫　又

8

9

10

11

12

13

14

8 9 10 11 12 13 14

愛　本

8

9

10

11

12

13

14

8 9 10 11 12 13 14

黒　薙

8

9

10

11

12

13

14

8 9 10 11 12 13 14

下黒部橋

8

9

10

11

12

13

14

8 9 10 11 12 13 14
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海域簡易セジメントトラップ試験　実施結果

　　流砂採取試料の底質分析結果

採取日 採取時刻 採取水深 採取試料量 天候 水温（※2） ＣＯＤ 硫化物 強熱減量 Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ 二価鉄 ＴＯＣ

（年月日） （時分） （m） （g） （℃） （mg/g） （mg/g） （％） （mg/g） （mg/g） （mg/kg） （mg/g）

平成16年7月26日 8:00 10 240 曇 25.5 16 0.02 4.2 0.53 0.95 1,000 10.1

平成16年9月6日 8:10 10 120 晴 24.0 14 ※1 ※1 0.99 1.73 1,090 ※１

9:45 10 100 曇 27.5 3 <　0.01 1.5 0.15 0.52 21 ※１

9:45 20 100 曇 － 4 <　0.01 1.6 0.18 0.61 11 ※１

9:45 30 100 曇 － 3 <　0.01 1.4 0.23 0.56 27 ※１

※1　採取試料量が少なかったため分析出来なかった
※2　水温は、表層（水深1m）のみ計測

　ボトル回収状況（8月22日） 採取試料の外観（8月22日表層） 採取試料の外観（8月22日中層） 採取試料の外観（8月22日底層）

※セジメントトラップ採取容器には２Ｌポリ瓶
　を使用（口径８cm、胴長24cm）

≪採取状況≫

凡例　○：分析可能量を採取　△：微量採取　×：採取なし　－：計測不能（簡易ｾｼﾞﾒﾝﾄﾄﾗｯﾌﾟ流出等による）
※8月22日には、各層ともボトル底部に5mm程度（約100g）採取できた
※6月29日～8月5日、および9月13日～19日の間は、ｾｼﾞﾒﾝﾄﾄﾗｯﾌﾟ流失に伴い、計測できなかった
※5月13日～23日の間は、計測器設置不良により、底層の計測ができなかった

平成17年8月22日
出水後の試料

【出し平ダムピーク流入量:216m3/s（8/15）】

備　　考

排砂通砂を行った洪水後の試料
【出し平ダムピーク流入量:1,152m3/s

（7/18）】

台風16号出水後の試料
【出し平ダムピーク流入量:469m3/s（8/31）】

【概　要】
　黒部川河口海域において、排砂或いは出水により海域へ流入する土砂を採取するため、
右図に示す簡易セジメントトラップを製作し、Ｃ点に設置をした。
　簡易セジメントトラップは水深約１０ｍ、２０ｍ、３０ｍの３地点に設置した。
　設置後、濁度計の点検時（１０日毎）にボトルの回収交換を行い、期間中に９回のボト
ル回収を行った。そのうち１回試料が採取され、採取試料の底質分析を行った。排砂・通
砂中については、計測器流失のため採取できなかった。
　底質分析の結果を下表に示す。

（簡易セジメントトラップ設置状況概要図）

灯浮標

ｱﾙﾐﾌﾛｰﾄﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌﾛｰﾄ

おもり

濁度計係留系 ｾｼﾞﾒﾝﾄﾄﾗｯﾌﾟ係留系

ｱﾝｶｰ（土嚢30kg）

ｱﾝｶｰ（土嚢600kg）

（8/5再設置800kgに増量）

ｾｼﾞﾒﾝﾄ･ﾄﾗｯﾌﾟ

（水深約10m）

ｾｼﾞﾒﾝﾄ･ﾄﾗｯﾌﾟ

（水深約20m）

ｾｼﾞﾒﾝﾄ･ﾄﾗｯﾌﾟ

（水深約30m）

目印ブイ

ﾒｲﾝﾛｰﾌﾟ

（φ22mm）

ｻﾌﾞﾛｰﾌﾟ

（φ12mm）

ﾒｲﾝﾛｰﾌﾟ

（φ12mm）濁度計

（水深1m）

ｾｼﾞﾒﾝﾄ･ﾄﾗｯﾌﾟ採取容器

２Ｌﾎﾟﾘ瓶をﾛｰﾌﾟにより固定

（口径8cm胴長24cm）
２Ｌポリ瓶

係留ロープ
φ12mm

小石
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海域簡易セジメントトラップ試験　補足調査結果（１）　－流速測定調査－

平成17年6月29日18時38分（排砂時：宇奈月ダム自然流下中）調査結果

※宇奈月ダム
自然流下開始日時： 6月29日17時32分

【概　要】
　１．目　的
　　簡易セジメントトラップ設置位置の海流状況を把握するため、ＡＤＣＰにより
  流速調査を行ったものである。

　２．調査時期
　　排砂・通砂中（３回）、および２回目通砂中（３回）

　３．調査項目
　　流速、ＳＳ（参考値）の鉛直分布

【調査結果】

【参考：ＡＤＣＰについて】

　ＡＤＣＰ（Acoustic Doppler Current
Profiler）とは、トランスデューサーより
発射させた超音波が、水中の散乱物体に
より反射してくる際のドップラーシフト
を利用することにより、水中の流向、流
速を観測する装置である。
　また参考値ではあるが、水中の懸濁物
から反射して返ってくる超音波の強さ
（散乱強度）を計測することにより、濁
りの強さを把握することができる。

※コンタ上で白色となっている部分は未観測域。
※ABSS値については、採水によるSS値を用いて補正した値を表示。

　ABSS鉛直コンタ図（左）と各層平均ABSS鉛直分布図（右）

　　ABSS（Acoustic Backscatter SS）：超音波SS，ADCPの散乱強度より換算したSS

平均ABSS（mg/l）

2377
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)
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調査日 2005/06/29 流下軸方向 307° 542.79
調査時刻 18:38 法線方向 37° (17:00)

流速-流下軸方向成分

平均流速
(cm/s)

-9.10   
(10m)

-7.18   
(20m)

-0.12   
(30m)

測点名 Ｃ点
宇奈月ダム

放流量 (m3/s)
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水
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)

流下方向=307°

法線方向=37°
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60 cm/s

80 cm/s

100 cm/s

凡例

海面

ADCP
（トランスデューサー

　［送受信器］）

水中の散乱物体から反射する 　超音波ビーム

エコーから対水速度を計測

流速測定セル

水中の散乱物体

（ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ､土粒子等の

　懸濁物質）

海底

海底から反射するエコーから

対地速度を計測
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海域簡易セジメントトラップ試験　補足調査結果（２）　－水質調査－

　A点

C点

【概　要】
　１．目　的
　　簡易セジメントトラップ設置位置の水質を把握するため、採水により調査を行ったものである。

　２．調査時期
　　排砂中（３回）、１回目通砂中（３回）、１回目通砂１日後

　３．調査項目
　　水温、ＰＨ、塩分、ＤＯ、ＤＯ飽和率、ＳＳ、ＣＯＤ

【調査結果】
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6/29 12:54　宇奈月ダム水位低下中

6/29 16:10　宇奈月ダム水位低下中

6/29 18:14　宇奈月ダム自然流下中

7/04 10:35　宇奈月ダム水位回復中

7/04 14:13　宇奈月ダム水位回復中

7/04 17:05　宇奈月ダム通砂後の措置中

7/06 08:13　通砂1日後

6/29 12:32　宇奈月ダム水位低下中

6/29 15:00　宇奈月ダム水位低下中

6/29 17:18　宇奈月ダム水位低下中

7/04 08:45　宇奈月ダム水位回復中

7/04 12:45　宇奈月ダム水位回復中

7/04 15:39　宇奈月ダム通砂後の措置中

7/06  08:37　通砂1日後
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海域簡易セジメントトラップ試験　補足調査結果（３）　－水質調査－

河口沖 生地鼻沖

【調査結果】
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pH pH

6/29 09:35　宇奈月ダム水位低下中

6/29 15:30　宇奈月ダム水位低下中

6/29 17:39　宇奈月ダム自然流下中

7/04 09:15　宇奈月ダム水位回復中

7/04 13:08　宇奈月ダム水位回復中

7/04 16:00　宇奈月ダム通砂後の措置中

7/06 09:00　通砂1日後

6/29 09:08　宇奈月ダム水位低下中

6/29 15:45　宇奈月ダム水位低下中

6/29 17:53　宇奈月ダム自然流下中

7/04 10:05　宇奈月ダム水位回復中

7/04 13:50　宇奈月ダム水位回復中

7/04 16:43　宇奈月ダム通砂後の措置中

7/06 09:41　通砂1日後
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黒部川以東海域の濁りの調査
（３）全地点（H16及びH17）

←類似度高         類似度低→

試料採取地点 クラスター分析結果

（１）海域地点（H17）
←類似度高 類似度低→

（２）陸域地点（H17）［ダム（５月）、河川（９月）］
←類似度高 類似度低→

試料採取月日

　黒部川、小川、笹川において、土砂の起源を把握するために、土砂の無機元素構成比が判断指標となりうるかどうかを把握することを目的と
して、平成16年につづきダム湛水池、河川及び海域の底質、並びに排砂・通砂時の河川のSS等の無機元素構成比をクラスター分析で評価した。

　黒部川、小川及び笹川の各河口付近の海域で採取した試料の分析結果のみでみると、下図のとおり河川ごとに類似度が高くなっている。しか
し、ダム及び河川で採取した試料も合わせて分析すると、河川ごとのクラスターに分類されず、海域底質の起源を特定するには至らなかった。

河川底質 猫又 H17.05.20
河川底質 宇奈月ダム直下 H17.05.20
河川底質 愛本 H17.07.15
海域底質 小川沖 H17.05.26
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河川底質

（猫又）
5月20日 － 7月18日 9月16日
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湛水池底質
5月20日 － 7月18日 9月16日

宇奈月ダム

湛水池底質
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河川底質
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黒部川及び河口海域の地点

小川及び河口海域の地点

笹川及び河口海域の地点

※分析方法
　採泥後、強熱した試料を蛍光Ｘ線法により分析

※検出された元素
　Na, Mg, Al, Si, P, S, K, Ca, Ti, V, Cr, Mn, Fe, Ni,
　Zn, Rb, Sr, Zr, Cs, Ba
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